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介
護
保
険
制
度
は
、

歳
以
上

４０

の
方
が
加
入
す
る
保
険
制
度
で
す
。

介
護
が
必
要
と
認
定
さ
れ
た
場

合
は
、
費
用
の
一
部
を
支
払
い
、

介
護
（
介
護
予
防
）
サ
ー
ビ
ス
が

利
用
で
き
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
健

康
福
祉
課
介
護
保
険
係
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

「
介
護
認
定
審
査
会
」
で
介
護
が

必
要
と
認
定
さ
れ
た
方
は
、
ケ
ア

プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。「

要
支
援
１
、
２
」
に
認
定
さ
れ

た
方
は
、
健
康
福
祉
課
内
に
あ
る

松
崎
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
「
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
」
の

作
成
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

「
要
介
護
１
～
５
」
に
認
定
さ
れ

た
方
は
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者

等
に
配
置
さ
れ
て
い
る
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
に
「
ケ
ア
プ
ラ
ン
」
の
作

成
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

ケ
ア
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

ごご
存
知
で
す
か

ご
存
知
で
す
か
？？

度
制
険
保
護
介

度
制
険
保
護
介申申申 請請

認定調査
主治医の意見書

審査・判定

認定・通知

ケケアプランの作ケアプランの作成成

介護サービス開始

サービスを
利用する手順

○エイジレス・ケア・スタッフ

住所 松崎６５－７

電話 （４３）１６１９

○しんわ福祉サービス松崎

住所 江奈５７４－３

電話 （４３）３１００

○まつざき居宅介護支援事業所

住所 宮内３６２－１

電話 （４３）３５１２

○松崎十字の園居宅介護支援事業所

住所 江奈１５７

電話 （４３）３１３１

町内の居宅介護支援事業者
（５０音順）

ケアマネジャー（介護支援専門員）

とは介護の知識を幅広く持った専門家

で、介護サービスの利用にあたり、次

のような役割を担っています。

○利用者や家族の相談に応じアドバイスします。

○利用者の希望に沿ったケアプランを作成します。

○サービス事業者との連絡や調整を行います。

○施設入所を希望する方に適切な施設を紹介します。
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幸
せ
に
暮
ら
す
基
本
は
、
心
身

と
も
に
健
康
で
あ
る
こ
と
で
す
。

年
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
健
康

を
保
ち
続
け
る
こ
と
と
併
せ
て
、

寝
た
き
り
や
認
知
症
等
を
な
る
べ

く
未
然
に
防
ぐ
よ
う
、
早
め
に
効

果
的
な
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防

に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

町
で
は
、
下
の
表
に
記
載
し
て

い
る
介
護
予
防
教
室
の
実
施
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
、
松
崎
町
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
（
健
康
福
祉
課
内
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

松
崎
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
４
２
）
３
９
６
６

内 容教 室 名

脳トレーニング、ゲーム、体操、遠足等のレクリエーションで脳を刺激し、いつ

までも元気で生活することを目指す一番人気の教室です。
脳力アップ教室

認知症について理解を深めるための講座で、介護の方法等が学べます。５人以上

のグループ等に、講師を派遣します。

認知症サポーター

養成講座

講話等を通して、介護予防に関することを学ぶ事業です。これに参加することで、

介護にならない生活が身に付きます。

のびのび介護予防教室

各種講演会・健康講座

介護している方同士で、介護に関する情報交換をしたり、リフレッシュしたりす

るための教室です。
介護者の集い

理学療法士の指導のもと、足腰をトレーニングし、予防・改善するための教室で

す。「こうなりたい」という目標を達成しましょう。
健 脚 教 室 ※

歯科衛生士の指導のもと、口や歯の手入れについて知識を得るための教室です。

誤嚥や肺炎の予防にも効果があります。
健 口 教 室 ※

※印の教室は、該当する方に通知でご案内しています。

「寝たきりにならないか不安だ」、「忘れっぽくなったので、お金の管理が心配」等、高齢者の方が抱え

る健康・生活の悩み、ご家族が抱える介護の問題等、高齢者に関わる相談をお聴きして、適切なサービス

につなげていくのが、松崎町地域包括支援センターです。お気軽にご相談ください。

介介護予防の相談は介護予防の相談は、、
松崎町地域包括支援センター松崎町地域包括支援センターへへ

介護予防の相談は介護予防の相談は、、
松崎町地域包括支援センター松崎町地域包括支援センターへへ

主 な 介 護 予 防 教 室

「脳力アップ教

室」の 様 子 で

す。参加者は、

楽しく脳の活性

化に取り組んで

います。

「脳力アップ教

室」の 様 子 で

す。スタッフの

方が丁寧に指導

してくださいま

す。

介介護が必要な状態になる前に、できることがあります介護が必要な状態になる前に、できることがあります！！介護が必要な状態になる前に、できることがあります介護が必要な状態になる前に、できることがあります！！
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町
で
は
、
青
少
年
健
全
育
成
活

動
の
一
環
と
し
て
「
あ
い
さ
つ
・

返
事
・
後
し
ま
つ
」
を
合
い
言
葉

に
、「
二
十
一
世
紀
松
崎
町
三
つ
の

実
践
運
動
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
「
学
校
・
家
庭
・

地
域
が
連
携
し
、
子
ど
も
を
育
て

る
た
め
、
大
人
か
ら
実
践
す
る
こ

と
」
、
「
大
人
も
子
ど
も
も
互
い
に

関
わ
り
合
い
を
深
め
る
こ
と
」
と

い
う
２
つ
の
視
点
か
ら
提
案
さ
れ

た
も
の
で
す
。

小
・
中
学
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

か
ら
は
、「
自
分
か
ら
先
に
あ
い
さ

つ
を
す
る
」
、
「
地
域
の
人
に
あ
い

さ
つ
を
す
る
」
、
「
観
光
客
に
も
あ

い
さ
つ
を
す
る
」
等
、
あ
い
さ
つ

を
頑
張
っ
て
い
る
回
答
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
町
民
の
方
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
子
ど
も
た

ち
の
あ
い
さ
つ
が
と
て
も
よ
い
」、

「
他
町
か
ら
来
た
が
、
地
域
の
方

が
温
か
い
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ

る
の
で
、
す
ぐ
に
顔
見
知
り
に
な

れ
た
」
等
、
あ
い
さ
つ
を
通
じ
て

つ
な
が
り
を
感
じ
、
心
地
よ
さ
を

感
じ
ら
れ
た
と
い
う
回
答
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。

後
し
ま
つ
に
つ
い
て
は
、「
も
っ

と
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
等
、
課
題

も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
先
日
の
春

の
ピ
カ
市
で
は
、
自
主
的
に
ゴ
ミ

拾
い
を
始
め
る
中
学
生
た
ち
の
姿

が
見
ら
れ
、
心
打
た
れ
ま
し
た
。

三
つ
の
実
践
運
動
は
、
家
庭
・

学
校
で
繰
り
返
し
声
を
か
け
て
い

く
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
普

段
か
ら
地
域
の
大
人
同
士
、
ま
た
、

地
域
の
子
ど
も
へ
の
あ
い
さ
つ
や

声
か
け
を
行
う
こ
と
で
よ
り
推
進

さ
れ
ま
す
。

地
域
で
の
温
か
い
言
葉
を
受
け

た
子
ど
も
た
ち
は
、
安
心
感
を
抱

き
ま
す
。
ま
た
、
自
尊
感
情
や
自

己
肯
定
感
が
高
ま
る
等
、
健
全
育

成
へ
の
効
果
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
を
実
践
に
つ
な
げ
る

た
め
に
は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域

の
連
携
が
不
可
欠
で
す
。
特
に
、

地
域
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

登
下
校
中
の
児
童
・
生
徒
へ
の
声

か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
後
も
三
つ
の
実
践
運
動
を
推

進
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
「
心
地
よ

い
あ
い
さ
つ
が
溢
れ
る
町
」
を
目

指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
（
４
２
）
３
９
７
１

地域の方の意見から

・親しく声を掛けあうことで地域のつながりや防

災についても役だっていい （６０代女性）

・子どもたちはあいさつを返してくれてとても気

持ちよいです （７０代女性）

・松崎町は、あいさつがいい。苦手な子もいるが、

大人は常に声掛けしてあげることが大切

（３０代男性）

・知らない子どもがあいさつしてくれます。一人

暮らしですので、これだけでも、とても嬉しい

です （７０代女性）

後しまつについて

・１つのことが終わったら片付ける （松小２年）

・お道具箱をきれいにする （松小３年）

・めんどくさいをやめる （松小５年）

・置きっぱなしにしない （松小６年）

・人に迷惑をかけない （中学生）

・使ったものは責任を持って片付ける （中学生）

・机の上は常に整頓しておくように （保護者）

・自分の食べた食器運びや靴そろえをお願いして

いる （保護者）

あいさつについて

・出会った人みんなにする （松小１年）

・あいさつが広がる学校にしたい （松小２年）

・相手より早くあいさつする （松小４年）

・相手の人が気持ちよくなるように心を込めてあ

いさつする （松小６年）

・大きな声で元気よく （中学生）

・地域の方から息子のあいさつをほめられ、親ま

でうれしくなりました （保護者）

・自分から進んであいさつができるようになって

きました （保護者）

返事について

・授業で指されたら「はい」と返事をしてから発

表します （松小１年）

・名前を呼ばれたら返事をする （松小３年）

・相手に聞こえる声で返事をする （松小４年）

・相手を見て返事をする （中学生）

・から返事をしない （中学生）

・相手の目を見て気持ちのいい返事ができるよう

になってほしいです （保護者）

・問いかけに対して無言ではなく何かしらの反応

（返事）をするように言っている （保護者）

二
十
一
世
紀
松
崎
町

三
つ
の
実
践
運
動
に
つ
い
て
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地
域
の
中
で
、
常
に
住
民
の
立

場
に
立
っ
て
相
談
に
応
じ
、
必
要

な
支
援
を
行
う
等
の
福
祉
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
「
民
生
委
員
・

児
童
委
員
」
を
ご
存
知
で
す
か
。

高
齢
化
が
進
み
、
地
域
社
会
を

取
り
巻
く
状
況
が
大
き
く
変
化
す

る
中
、
地
域
福
祉
の
推
進
役
と
し

て
民
生
委
員
・
児
童
委
員
制
度
が

担
う
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。

○
地
域
の
暮
ら
し
を
見
守
る
さ
ま

ざ
ま
な
活
動

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
福
祉
サ
ー

ビ
ス
が
整
備
さ
れ
て
い
く
一
方
で
、

そ
の
内
容
や
利
用
方
法
を
知
ら
な

い
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
民

生
委
員
・
児
童
委
員
の
主
な
活
動

は
、
日
常
生
活
で
支
援
を
必
要
と

し
て
い
る
方
々
の
相
談
に
応
じ
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
行
政

や
事
業
者
と
の
橋
渡
し
役
と
し
て
、

町
民
の
皆
様
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ

う
支
援
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

地
域
の
高
齢
者
世
帯
や
障
害
者

世
帯
へ
の
見
守
り
、
生
活
保
護
世

帯
の
相
談
等
に
対
応
す
る
た
め
、

定
期
的
に
自
宅
等
を
訪
問
し
て
安

否
の
確
認
を
行
っ
た
り
、
悩
み
事

等
の
相
談
を
受
け
た
り
し
な
が
ら
、

「
守
秘
義
務
」
を
前
提
に
、
世
帯

ご
と
に
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要

か
把
握
し
て
い
き
ま
す
。

こ
う
し
て
得
た
情
報
を
も
と
に
、

問
題
点
や
意
見
を
ま
と
め
て
行
政

に
提
起
す
る
の
も
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
大
切
な
役
割
で
す
。

○
平
成

年

月
１
日（
日
）に
実

２５

１２

施
さ
れ
る
一
斉
改
選

現
在
活
動
し
て
い
る
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
任
期
は
、
平
成

年
２５

月

日（
土
）ま
で
で
す
。

月

１１

３０

１２

１
日（
日
）に
は
全
国
で
再
任
を
含

め
た
一
斉
改
選
が
行
わ
れ
、
平
成

年

月
末
ま
で
活
動
す
る
委
員

２８

１１

が
委
嘱
さ
れ
ま
す
。

委
員
は
担
当
地
区
を
定
め
、
そ

の
地
域
の
状
況
を
充
分
に
把
握
し
、

住
民
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め

の
活
動
を
行
い
ま
す
。

住
み
慣
れ
た
地
域
の
中
か
ら
候

補
者
を
選
出
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
一
斉
改
選
に
向
け
た
ご

協
力
を
お
願
し
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
仕
事

は
、
１
期
（
３
年
間
）
で
は
良
い

仕
事
は
で
き
な
い
た
め
、
長
く
続

け
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
な

ろ
う
と
思
っ
て
な
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
皆
様
か
ら

の
信
用
が
あ
っ
て
こ
そ
、
選
ん
で

い
た
だ
け
る
仕
事
な
の
で
す
。

活
動
し
て
い
く
中
で
大
切
な
の

は
、
困
っ
た
方
が
相
談
に
来
て
く

れ
る
よ
う
な
信
頼
関
係
を
築
く
こ

と
で
す
。
信
頼
関
係
は
一
朝
一
夕

で
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
長
い

時
間
を
か
け
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。

私
は
今
後
も
選
ば
れ
た
誇
り
と

信
念
を
持
っ
て
、
自
分
を
頼
っ
て

き
た
方
々

の
良
い
相

談
者
と
し

て
活
動
し

て
い
き
た

い
と
思
い

ま
す
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

日
本
赤
十
字
社
が
実
施
す
る
国

際
救
援
活
動
や
国
内
の
災
害
救
護

活
動
、
救
急
法
等
の
応
急
手
当
の

講
習
普
及
事
業
等
の
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
は
、
赤
十
字
の
活
動
に
ご
賛

同
い
た
だ
い
た
皆
様
か
ら
い
た
だ

く
資
金
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
５
月

日
１７

（
金
）
に
環
境
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー

ル
に
て
、「
赤
十
字
減
災
セ
ミ
ナ
ー
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
以
降
「
防
災
」

「
減
災
」
に
対
す
る
関
心
が
非
常

に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
松
崎
町
赤
十

字
奉
仕
団
員
の
方
を
は
じ
め
と
す

る
参
加
者
の
皆
様
は
、
災
害
時
に

発
生
が
予
想
さ
れ
る
被
害
を
最
小

限
に
す
る
よ
う
自
助
（
自
分
の
生

命
は
自
分
で
守
る
！
）・
共
助
（
地

域
で
助
け
合
う
！
）
の
大
切
さ
や

ハ
ン
カ
チ
を
使
う
応
用
包
帯
、
毛

布
を
使
う
担
架
・
ガ
ウ
ン
の
作
り

方
、
新
聞
紙
を
使
う
ス
リ
ッ
パ
の

作
り
方
等
を
学
び
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

ハンカチを使った応用包帯

毛布を使った担架の作り方

地

域

の

福

祉

を

推

進

す

る

～
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
～

【
民
生
委
員
の
声
】

「
赤
十
字
減
災
セ
ミ
ナ
ー
」開
催

自
助
・
共
助
の
大
切
さ
を
学
ぶ
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－

短

歌－

杉
山
安
紀
子

土

屋

君

子

細

田

光

代

山
本
智
恵
子

岡

村

芳

子

橋

百

代

髪
型
を
変
へ
た
理
由
は
た
だ
ひ
と
つ

心
境
の
変
化
と
い
ふ
こ
と
に
す
る

那
賀
川
の
中
州
い
ろ
ど
る
葦
の
穂
に

雀
群
が
り
に
ぎ
は
ひ
て
ゐ
る

ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
美
瑛
の
丘
に
咲
く
と
い
ふ
を

一
度
は
見
た
し
と
憧
れ
て
ゐ
る

ビ
ー
ト
ル
ズ
の
姿
描
か
れ
る
壁
の
前
を

日
ご
と
に
歩
む
楽
し
み
と
し
て

こ
の
先
に
待
ち
ゐ
る
は
な
に
少
年
の
抜
け
た
る

小
さ
き
歯
を
屋
根
に
投
ぐ

店
の
ほ
ぼ
中
央
に
置
く
花
な
れ
ば

う
し
ろ
も
正
面
気
を
ひ
き
し
め
る

僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵

松松松

崎崎

文文

芸芸

児童手当を
受給している皆様へ！

禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦

６月以降も児童手当を受け取る

には、所得状況を確認するため、

６月２８日（金）までに現況届の提出

が必要になります。

期限を過ぎると受給できなくな

る場合がありますので、お忘れの

ないようお願いします。

６月１６日（日） 午前７時～午後７時

※門野と三浦地区は、午前７時から午後６時までとなりますので、ご注意ください。
投票日と投票時間

平成５年６月１７日までに生まれた方

平成２５年２月２７日までに住民となった方

※詳しくは、選挙管理委員会へお問い合わせください。

投 票 で き る 人

投票所入場券に該当する投票所が記載されていますので、お確かめの上、投票にお出

かけください。
投 票 す る 場 所

※ご不明な点は、選挙管理委員会（TEL４２－１１１１）までお問い合わせください。

投票日に仕事や旅行、通院等で投票所に行くことができない場合は、期日前投票がで

きますので、ご利用ください。（詳しくは、投票所入場券裏面をご覧ください。）
期 日 前 投 票 制 度

【問合せ】

健康福祉課（４２）３９６６

み
ど
り
の
少
年
団
・
海
洋
ク
ラ

ブ
の
入
団
式
が
行
わ
れ
、
今
年
度

の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
み
ど
り
の
少
年
団

に

人
、海
洋
ク
ラ
ブ
に

人
の
小
・

１０

１３

中
学
生
が
入
団
し
、
松
崎
の
雄
大

な
自
然
の
中
で
、
自
然
の
素
晴
ら

し
さ
、
仲
間
と
協
力
す
る
こ
と
の

大
切
さ
等
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
（
４
２
）
３
９
７
１ 海洋クラブ入団式 みどりの少年団入団式

投投票は 住みよい社会の 第一投票は 住みよい社会の 第一歩歩
６月１６日（日）は静岡県知事選挙の投票日です。

投票は 住みよい社会の 第一歩

海
洋
ク
ラ
ブ

入
団
式

み
ど
り
の
少
年
団
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５/１４

伊豆の長八美術館で入館者４００万人達成

伊豆の長八美術館では、入館者が４００万人を
達成し、お祝いのセレモニーが行われました。
記念すべき４００万人目の入館者には、町長から
花束や記念品が渡されました。

５/１５

ネッツトヨタ静岡から防災用品の寄贈

ネッツトヨタ静岡から町へ防災用品（６年保
存の飲料水６７２㍑）の寄贈がありました。寄贈
を受けた飲料水は、町内の幼稚園、小学校、中
学校に備蓄されました。

自
然
と
の
和
、
人
と
の
和
、
先
人
と
の
和

５
月

日（
火
）、
伊
豆
の
長

１４

八
美
術
館
で
は
、
昭
和

年
の

５９

オ
ー
プ
ン
か
ら
の
入
館
者
が
４

０
０
万
人
に
達
し
、
町
内
会
の

旅
行
で
長
野
県
か
ら
訪
れ
た
方

に
記
念
品
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。

ま
た
、
５
月
の
大
型
連
休
に

は
、
田
ん
ぼ
を
つ
か
っ
た
花
畑

の
入
場
者
が
昨
年
の
２
倍
近
く

と
な
っ
た
ほ
か
、
石
部
の
棚
田

で
開
催
さ
れ
た
田
植
え
祭
に
は
、

２
日
間
で
延
べ
５
０
０
人
が
参

加
す
る
等
、
冷
え
込
ん
だ
観

光
業
に
明
る
い
話
題
が
増
え

て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
６
月
に
な
る
と

岩
地
海
岸
を
舞
台
に
シ
ー
カ

ヤ
ッ
ク
マ
ラ
ソ
ン
や
オ
ー

シ
ャ
ン
ス
イ
ム
レ
ー
ス
が
開

催
さ
れ
、
こ
れ
ら
を
趣
味
と

し
て
楽
し
む
方
が
日
本
全
国

か
ら
訪
れ
ま
す
。

松
崎
町
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
趣
味
、
趣
向
に
対
応
で
き

る
海
や
山
、
川
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
自
然
環

境
に
よ
り
育
ま
れ
た
素
晴
ら

し
い
文
化
が
あ
り
ま
す
。

私
は
講
演
等
で
常
々
、「
海
と

山
は
恋
人
、
川
は
仲
人
」
と
お

伝
え
し
て
い
ま
す
が
、
人
々
が

訪
れ
た
い
と
思
う
本
当
の
自
然

の
美
し
さ
と
は
、
景
観
に
加
え
、

そ
こ
で
生
活
す
る
人
々
に
よ
っ

て
醸
成
さ
れ
た
文
化
で
あ
り
、

人
情
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
先
人
か
ら
引
き
継

い
で
い
る
文
化
で
あ
り
、
私
が

推
進
す
る
「
平
成
の
花
と
ロ
マ

ン
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
や

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

連
合
へ
の
加
盟
等
、
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
の
目
標
は
、
こ
の

文
化
を
町
内
外
に
発
信
す
る

こ
と
で
す
。

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
こ
れ
ら
の
施
策
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
す
と
と
も
に
、
自
然
と

の
和
、
人
と
の
和
、
先
人
や

先
祖
と
の
和
を
大
切
に
し
、

郷
土
愛
を
育
ん
で
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

松
崎
町
長

齋
藤

文
彦

～～～まちのできごと～～～～まちのできごとまちのできごと～～
５/１１・１２

石部赤根田村百笑の里田植え祭

石部棚田で、田植え祭が行われました。初日
はあいにくの天候でしたが、２日間で約５００人の
オーナー、トラスト会員等が集まり、田植え作
業を行いました。

５/１２
第１１回雲見温泉高通山はいきんぐつつじまつり

雲見の高通山は、見ごろを迎えた山ツツジと
絶景を楽しむ登山客で賑わい、山頂では冷たい
オリーブ茶と甘夏、登山口ではトコロテン等が
振る舞われました。

町長室からこんにちは ◯４２
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届出人年齢氏 名地 区

嘉 枝７７土 屋 忠 良大 澤

福 市７７黒 田 芳 子東 区

つ る よ８５加 藤 昭 二建久寺

や よ い６９糸 川 敏 明道 部

ち づ 子７３舩 津 和 衛船 田

芳 信９０佐 藤 千 秋山 口

望月桂介８５竹田千鶴子江奈２

貞 一９０齋 藤 武 壽岩 地

利 枝８４齋 藤 夫江奈２

晋 一７８端山きち枝西 区

正 美５７藤 井 映 子那 賀

松 恵８４山本早江子大 澤

則 之８２山 本 岩 根石 部

広
報
ま
つ
ざ
き

〒
四
一
〇－

三
六
九
六

静
岡
県
賀
茂
郡
松
崎
町
宮
内
三
〇
一
ノ
一

緯〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
九
六
四

胃〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
一
八
三

発
行

静
岡
県
松
崎
町

編
集

企
画
観
光
課

印
刷

㈲
山
本
印
刷

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

町の人口と世帯

総人口 ７，５１９人（－１５人）

男 ３，５７２人（＋１人）

女 ３，９４７人（－１６人）

世帯数 ３，０５７戸（＋１５戸）

転 入 ３８人 転 出 ４３人

出 生 ６人 死 亡 １６人

（平成２５年４月３０日現在）
（ ）内は前月比

松崎町ホームページアドレス http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

人身事故 ２件 （－２）

物損事故 ８件 （＋１）

死 者 ０人 （±０）

傷 者 ２人 （－２）

二
〇
一
三
年
六
月
一
日
発
行

通
刊

第

五

八

九

号

おくやみ申し上げます（死亡）

平成２５年４月発生分

地

域

交

流

通

信

（ ）内は前年同月比

戸戸戸籍籍だよだよりり
（4月届出分（4月届出分））

保護者性別名 前地 区

山 本 学男拓
たく

伏 倉

山 本 寛 子女紗 夢
さ くら

南 郷

大胡田雄三女心 羽
こ はね

伏 倉

浅 賀 順 司男蒼 空
そ ら

中 区

石 野 正 志男琉
りゅう

成
せい

江奈２

鈴 木 大 將女瑚 春
こ はる

南 郷

おめでとうございます（出生）

松
本
市
安
曇
島
々
宿
（
現
島
々

地
区
）
沿
い
に
流
れ
る
島
々
谷
川

の
島
々
橋
周
辺
に
は
桜
並
木
が
あ

り
ま
す
。
橋
の
上
下
流
約
２
０
０

㍍
に
わ
た
っ
て
川
の
両
岸
に
桜
が

咲
く
こ
ろ
、
島
々
も
遅
め
の
春
本

番
を
迎
え
ま
す
。
桜
は
堤
防
沿
い

に
植
え
ら
れ
て
い
て
、
枝
が
川
に

大
き
く
せ
り
出
す
姿
は
見
ご
た
え

が
あ
り
ま
す
。

今
年
の
桜
祭
り
は
４
月

日（
日
）

２１

の
観
測
史
上
最
も
遅
い
大
雪
の
中

で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

桜
祭
り
に
は
地
域
お
こ
し
グ
ル
ー

プ
（
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
・
チ
ャ
レ
ン

ジ
の
会
・
岩
魚
留
小
屋
・
ヤ
ン
チ
ャ

ボ
ー
ズ
）
が
毎
年
出
店
し
ま
す
。

今
年
は
、
園
児
や
子
供
た
ち
に

は
水
ヨ
ー
ヨ
ー
、
ス
ー
パ
ー
ボ
ー

ル
す
く
い
、綿
あ
め
や
ポ
ッ
プ
コ
ー

ン
を
振
る
舞
い
、
ジ
ュ
ー
ス
等
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
、
大
勢
の
子
ど
も
が

集
ま
り
に
ぎ
や
か
な
お
祭
り
に
な

り
ま
し
た
。

町
内
公
民
館
前
に
は
、焼
き
鳥
、

焼
き
そ
ば
、
牛
串
焼
き
、
焼
き
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
、
岩
魚
の
塩
焼
き
、

豆
腐
、
お
こ
わ
、
パ
ン
、
ト
ン
汁
、

生
ビ
ー
ル
、
お
酒
、
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
等
、
飲
食
用
の
さ
ま
ざ
ま
な

屋
台
の
ブ
ー
ス
が
並
び
、
来
場
者

に
好
評
で
、
早
々
に
完
売
し
ま
し

た
。（

島
々
町
会
長

上
條
祐
史
）

松
本
市
安
曇
地
区
か
ら

安安
曇
支
所
近
く
を
流
れ

安
曇
支
所
近
く
を
流
れ
るる

島
々
谷
川
の
桜
並

島
々
谷
川
の
桜
並
木木

ススス
ト
ッ
プ
！

ススス
トト
ッ
プ
ッ
プ
！！

～～
あ
な
た
も
賢
い
消
費
者
に
⑰

～
あ
な
た
も
賢
い
消
費
者
に
⑰
～～

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

以
前
、
注
文
し
て
も
い
な
い
の
に
カ
ニ
が
送
り
付

け
ら
れ
て
く
る
「
送
り
付
け
商
法
」
が
多
発
し
た
事

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
「
送
り
付
け
商
法
」
が

最
近
で
は
、
主
に
高
齢
者
を
対
象
と
し
て
健
康
食
品

で
再
び
増
加
し
て
い
ま
す
。

注
文
し
た
覚
え
も
な
い
の
に
健
康
食
品
が
送
ら
れ

て
き
た
た
め
、
事
業
者
に
注
文
を
し
た
覚
え
が
な
い

旨
を
告
げ
る
と
、
事
業
者
は
「
注
文
し
た
記
録
が

残
っ
て
い
る
」
等
と
答
え
、
記
憶
が
あ
い
ま
い
な
こ

と
に
乗
じ
て
、
あ
た
か
も
注
文
を
し
た
か
の
よ
う
に

思
い
こ
ま
せ
て
代
金
を
支
払
わ
せ
る
と
い
う
大
変
悪

質
な
手
口
で
す
。

こ
の
よ
う
に
注
文
し
て
い
な
い
商
品
が
一
方
的
に

送
り
付
け
ら
れ
て
き
た
場
合
、
特
定
商
取
引
法
と
い

う
法
律
で
は
、
商
品
が
届
い
て
か
ら

日
間
（
消
費

１４

者
か
ら
引
き
取
る
よ
う
要
請
し
た
場
合
は
７
日
間
）

が
経
過
す
れ
ば
、
届
い
た
商
品
の
返
品
の
必
要
は
な

い
旨
を
規
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
注
文

を
し
て
い
な
い
以
上
契
約
は
成
立
し
て
い
ま
せ
ん
か

ら
代
金
を
支
払
う
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

身
に
覚
え
の
な
い
商
品
が
送
り
付
け
ら
れ
て
き
た

場
合
は
、
す
ぐ
に
代
金

を
支
払
う
等
と
い
っ
た

こ
と
は
避
け
、
役
場
等

に
直
ち
に
相
談
を
し
て

く
だ
さ
い
。

（
文
と
絵
）
司
法
書
士

山
田

茂
樹

【
問
合
せ
】
企
画
観
光
課（
４
２
）３
９
６
４

「
健
康
食
品
の
送
り
付
け
商
法
被
害
が

増
え
て
い
ま
す
！
」

※この欄に掲載を希望されない場合は、
お申し出ください。

地

域

交

流

通

信

町 の 交 通 事 故

桜祭りを楽しむ来場者 雪が積もった桜並木


